
 
 

　

 
 

　

就業者の確保

● 対象
 ・ 徳島科学技術高等学校
　　　　　　　　　海洋系の生徒
 ・ 徳島大学「農工商連携センター」
　　　　　　　　　講座の学生
 ・ その他漁業就業に
         関心を有している者

  ● 対象

　　  漁業技術等を習得した者
　　　　　　（概ね就業後5年以上）

  ● 対象
　　 就業間もない漁業者
 　　  （就業後5年未満）

就業→自立 自立→浜のリーダー

●　ねらい
　新たな漁業担い手を確保する

●　「入門プログラム」
　① 本県漁業の概要について学ぶ
　② 漁業のルールについて学ぶ
　③ 漁業の魅力について学ぶ
　　　　　　　　　　　　（現地研修）
　④ 漁業操業の現場で学ぶ
　　　　　　　　　　　　（現地研修）

プログラム１ ●　ねらい
　自立した漁業者を育成する

●　ねらい
　経営能力に優れた漁業者を育成する

　

●　ねらい
　漁協や漁村地域のリーダー
　　　(将来の組合長候補者)を育成する●　ねらい

　新技術の開発に取り組む漁業者を育成する
　（ヒジキ養殖、ワカメ二期作、ＬＥＤを活用した漁業技術など）

●　「産官学連携による新技術開発プログラム」
　産官学連携により、共同研究を実施する
　※　テーマに応じて随時実施

漁業人材育成プログラム【概要版】

プログラム２ プログラム３

プログラム５

　

水産関係団体
（県漁連、信漁連等）

水産系大学

県（水産課、農林水産総合技術支援センター）
実施関係機関

徳島県立科学技術高校 徳島大学
民間業者

(市場関係者、加工業者、量販店、飲食店、
船舶取扱業者等）

●　「経営多角化プログラム」
　① 水産物の市場流通や価格形成について学ぶ
　② 販売戦略について学ぶ
　　　　　　　　　(首都圏・海外への販路拡大を含む)
　③ 体験漁業やマリンレジャーなど
                              「海業」について学ぶ
　④ ６次産業化・農工商連携について学ぶ
　⑤ 加工・流通・販売の現場、観光の現場で学ぶ
　⑥ 魚食普及について学ぶ

　

● 「漁協･漁村マネージャー育成プログラム」
　① 漁協経営について学ぶ
　② 漁協運営について学ぶ
　③ 組織マネジメントについて学ぶ
　④ 水産関係団体との交流について学ぶ
　⑤ 漁村防災・減災力の向上について学ぶ
　⑥ 漁村活性化について学ぶ

●　「実践プログラム」
　① 漁業のルールについて学ぶ
　② 漁業技術について学ぶ（現地研修）
　③ 漁船や漁業機器について学ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　 （現地研修）
  ④ 安全な操業について学ぶ（現地研修）
　⑤ 漁業経営について学ぶ
　⑥ 資源管理について学ぶ
　⑦ 海洋環境について学ぶ

※　県内を漁業実態に応じて５地区
　（鳴門、徳島、小松島、阿南、海部）
　に分けて実施

プログラム４

　 浜での
「出張講座」

加工･流通･販売現場
観光現場における
「インターンシップ」

アグリビジネススクール
「共通講座」の活用！

「ＯＪＴ研修」
の活用！

本県水産業を
支える経営能力に
優れた人材を育成

H25～Ｈ28年で
受講者数

目標200名！


